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変形性関節症（OA: Osteoarthritis）について
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変形性関節症（OA）とは

 骨と骨の間でクッションの役割をしている軟骨に過度の負担がかかることで
次第に関節が変形し、慢性的な痛みや動作に困難が生じる関節疾患の1つ

 OAには、様々な要因が関与する
• 加齢
• 肥満
• 外傷
• 遺伝
• 過度の運動
• 関節不安定症
• 繰り返しの亜脱臼や脱臼
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 軟骨に過度な負担

 軟骨表面に摩耗がおこり、
軟骨構成成分が変化（変性）

 軟骨が徐々にすり減る
 軟骨の摩耗による刺激や関節への負担により

関節炎を発現
⇒痛みを感じ始める

 関節の可動域が減少
 動作に困難が生じてくる

 軟骨が更にすり減り、骨同士がこすれあう
⇒激しい痛みへ

 骨そのものが変形し始める

 関節の拘縮・強直により
関節を全く動かせなくなる

OAのメカニズム

正常 OA

滑膜

滑液

軟骨

関節包

骨 十字靱帯の損傷により
関節への負担が大きく

なる可能性もある

関節包の肥厚

軟骨の
びらん・損傷

骨棘

滑液の粘性低下

滑膜の炎症
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 明らかに特定できる原因がなく、特発性の場合が多い

 その一方、股関節形成不全などの発育性の関節疾患や、関節内骨折や脱臼といった関
節の外傷に続発することもある

猫のOAについて①

＜股関節形成不全に続発した股関節のOA＞
・両側の寛骨臼頭側に大きな骨棘を確認

(ドメスティックショートへア、8歳)

＜肘関節のOA＞
・関節周囲に骨棘と関節鼠を確認
・肘関節の変化は両側で確認

(バーミーズキャット、11歳)
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好発部位1) ：手根関節、肘関節、膝関節

1) 情報提供元：日本大学動物病院（10歳以上の猫を対象、2015年調べ）、枝村一弥教授（日本大学）
2) Freepik. 著作者：brgfx</a>

＜変形性関節症の発生部位＞

猫のOAについて②

イラスト2）

対象猫：228
対象関節数：1,193

・肩 ：433
・肘 ：308
・手根：33
・指 ：19
・股 ：210
・膝 ：146
・足根：38
・趾 ：6

X線で最低3か所以上を
評価できる個体を抽出手根

30.3%

肘
25.0%

膝
21.9%

肩
4.4%

股
7.1%

足根
10.5%

指・趾
4.2%

指・趾
4.2%
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関節疾患の分類

DJD※1

(変形性関節疾患）

比較的
非炎症性 炎症性

OA※2

（変形性関節症） 外傷性 関節軟骨の
変性 凝固異常 結晶性 感染性 免疫介在性

びらん性 非びらん性

※1 DJD : Degenerative joint disease
※2 OA : Osteoarthritis

出典：ダンカン・ラッセル.「OAと疼痛・炎症に関する最新の知見」Zoetis WSAVA Webinars 2020年.
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末梢における侵害受容器のシグナル生成

出典： Trends in Immunology. 2017;38(1). http://dx.doi.org/10.1016/j.it.2016.10.001の画像より編集したもの

 炎症細胞や肥満細胞など
の免疫細胞は、OAの疼痛
伝達において重要な役割
を果たす

 右図のようにOA疼痛には
多くの細胞やシグナル経
路が関与
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 健康な関節では、NGF濃度は非常に低い
 急性OAにおいても、NGF濃度は低い
 しかし、慢性OAの関節においては、

NGF濃度が大幅に上昇している

慢性OAの関節においてNGFが発現

出典：Isola M, et al. Vet CompOrthopTraumatol. 2011; 24（4）：279-284.

15
16

NGFの及ぼす影響

画像提供： Duncan Lascelles（ノースカロライナ州立大学 Comparative Pain Research and Education Center, Translational Research in Pain (TRiP)プログラム）
出典： Enomoto M, Mantyh PW, Murrell J, Innes JF, Lascelles BDX. Anti-nerve growth factor monoclonal antibodies for the control of pain in dogs and cats. The Veterinary Record. 2019;184(1):23.

 DRGの細胞核において複合体は、さまざまなタンパク質の産生を増加させる
 特に、サブスタンスP（SP）やカルシトニン遺伝子関連ペプチド（CGRP）

の産生を増加させる
 SPとCGRPは、関節内の末梢神経終末から放出され、局所の炎症を促進させ

る（末梢性感作）
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OAの診断について

43

猫の関節疾患（OA）に関する文献報告

対象年齢
対象猫の
平均年齢

または年齢中央値
例数 結果 文献 診断方法

12歳超 15.2±1.9歳
（平均値） 100例 90%

Hardie EM, Roe SC, Martin FR.
J Am Vet Med Assoc. 
2002;220(5):628-632.

四肢の主要な関節、
椎骨（胸椎、腰椎、
腰仙椎）X線撮影

0.2〜18歳 6.5歳
（平均値） 218例 33.6%

Clarke , et al.
Vet Rec. 2005 Dec 17;157(25):793-
799.

指関節を除く四肢関
節と軸骨格のX線写
真

6ヵ⽉〜20歳 9.42±5.07歳
（平均値） 100例 91% B. Duncan X. Lascelles, et al.

Veterinary Surgery 2010;39:535-544.
すべての関節と軸位
の直交X線撮影

6歳以上 11歳
（中央値） 100例 61% Slingerland LI, et al.

Vet J. 2011 Mar;187(3):304-309.
前肢と後肢のX線写
真

1歳以上 9.78±5.77歳
（中央値） 101例 74.3% Taro Kimura, et al.

Front Vet Sci. 2020 Mar 31;7:138.
椎骨と四肢の直行X
線写真（2方向）
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猫OAの診断

 OAの診断は、家で猫の行動変化を観察できる飼主様と協力して行うこと
が必要となる

 診断は以下の3ステップで実施
① 行動観察

• 診察室内では、キャリーバッグに向かって歩く様子やイスなどから飛び降り
る様子を観察

② 飼主様からの情報収集
• チェックリストや家で撮影された動画を見て、普段の様子を知る

③ 整形外科学的検査とレントゲン検査
• 触診や整形外科学的検査で得られた所見をもとに、痛みのある関節をレント

ゲン撮影

46

OA猫で多くみられる臨床徴候は、
 機敏性や活動量の低下
 行動や性格の変化

飼主様から獣医師に報告されたOA猫の臨床徴候

出典：KG MarketSense. 2018 Global Veterinarian Market Research.

このような変化だけではOAと気付かれにくいため、
中高齢以上の猫には痛みが隠れていないか

スクリーニングすることが大切！

47

動画で確認できる痛みチェック

出典：Enomoto, M., Lascelles, B. D. X., & Gruen, M. E. (2020). Development of a checklist for the detection of degenerative joint disease-associated pain in cats. Journal of 
feline medicine and surgery, 22(12), 1137-1147.

階段をのぼるとき
『うさぎ跳び』のように後
ろ足で同時に跳ねてのぼる。
途中で休憩してしまう。

走るとき
全体的に動きが遅く、歩き
と早歩きを交互にする。

階段をおりるとき
体を横向きにして一段ずつ
おりる。途中で休憩してし
まう。

ジャンプするとき
飛び乗る前にためらう。1回の
ジャンプで届かず、前足をつ
けてから後ろ足を引き上げる。

動くものを追いかけるとき
途中でゆっくりになったり休憩
することが多くなる。

飛び降りるとき
飛び降りる前にためらう。大
きくジャンプしない。飛び降
りるのではなく地面に前足を
伸ばしておりる。

48

痛みチェックリスト1)

OAの有る猫と無い猫の行動の変化を比較評価し、作成されたリスト
OA猫に対し高い特異性を持つ
OAの知識がある場合、精度が高まることが実証されているため2)、繰

り返しのチェックが重要

痛みを発見するためのツールとして、ご活用ください
（OA検査のきっかけづくりとしてご活用できます）

OAの知識が無い場合 OAの知識が有る場合

感度 55.6% 98.9%

特異度 97.3% 100.0%

出典： 1) Based on the Musculoskeletal Pain Screening Checklist (MiPSC) ©2019 North Carolina State University
2) Enomoto, M., Lascelles, B. D. X., & Gruen, M. E. (2020). Development of a checklist for the detection of degenerative joint disease-associated pain in cats.

Journal of feline medicine and surgery, 22(12), 1137-1147.より引用改変
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猫の触診動画集

 Dr. ダンカン・ラッセルによる『猫にやさしい』OA検査の方法
• 猫で正しくOA検査を行うためのポイント
• 関節の検査前に行うべき評価
• 関節の検査を始める際のアプローチ
• 横臥位 –股関節-
• 横臥位 –膝関節-
• 横臥位 –肘関節-
• 横臥位 –肩関節-
• 横臥位 –腰仙部-
• 立位 –前肢の関節-
• 立位 –後肢の関節-
• 立位 –腰仙部-

https://www.〜（※リンク先は2023年3⽉open予定）
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OAの治療について

51

疼痛管理：鎮痛薬

生活環境の改善

運動促進
遊ぶ時間を増やす
キャットタワーで上下運動

体重管理

関節の健康維持
栄養補助食品、食事療法

猫のOA治療における
3つの大きな目標

 痛みを抑える
 可動域の維持
 OAの進行を遅らせる

痛みがなかった頃の動きに戻る
QOLの改善

疼痛管理は複合的なOA治療プランの基盤となる
疼痛管理から始めることで、その他の補助療法の効果を最大限に引き出す

体重の適正化

52

OAの治療は複合的にアプローチする

 最も大事なのは、体重の適正化と運動促進
 そのためには痛みを緩和すること（疼痛管理）が大切

• 疼痛の緩和 ：ソレンシア、NSAIDs
• 食事療法 ：オメガ3脂肪酸の摂取など
• 生活環境の整備 ：スロープや階段を設ける、トイレの入口を低くするなど
• 体重の適正化 ：肥満の場合、目安として毎週体重の0.5〜2%ずつ落とす
• 運動促進 ：適度な運動（但し、激しい運動は控える）

 AAHA疼痛管理ガイドライン2022年では、慢性疼痛の管理として、下記が
第一優先として挙げられている
• 薬物療法 ：NSAIDs、抗NGF抗体製剤
• 非薬物療法 ：オメガ3脂肪酸、環境の整備、運動促進、体重の適正化、外科手術

出典：榎本昌孝. 「教えて、榎本先生! 抗NGF抗体薬について」 ゾエティス・ジャパン株式会社 2022.

49 50
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 積極的に動き回らせる（但し、激しい運動は控える）
例）フードパズルなどのおもちゃの活用
例）追いかけっこ遊び

 運動を促す（生活環境の改善が必要なことも）
例）様々な高さに登りやすい台があるキャットタワー
例）猫と一緒に遊ぶ時間をふやす

 毎日遊ぶことで猫のベースライン（「ふつう」の状態）がわかる
 飼主様にとっても、猫が以前好きだった遊びを思い出すことで、

OA治療の一環として継続してもらうことができる

運動促進について

54

猫の肥満と跛⾏に関する⽂献報告

出典：J M Scarlett 1, S Donoghue: Associations between body condition and disease in cats, J Am Vet Med Assoc. 1998 Jun 1;212(11):1725-31.

過体重や肥満の猫は跛行（OAまたは外傷）を生じる確率が高い

目的：
• 猫のボディーコンディション（体格）と疾患との関係を調査

方法：
• 米国の27施設で重大な疾患に罹患していない猫（n=1457）
• 前向き研究（1991〜1992）：医療記録とインタビュー

結果：
• 過体重の猫は、跛行を主訴として動物病院に行く確率が2.7倍高かった
• 肥満の猫は、跛行を主訴として動物病院に行く確率が4.9倍高かった

−糖尿病の罹患率：3.9倍・非アレルギー性皮膚炎の罹患率：2.3倍

55

 適切なボディーコンディションスコア(BCS)を維持する
 肥満猫で減量を目指す場合、毎週体重の0.5〜2%ずつ落とす1)

• 低カロリー食
• 積極的な運動 など

 特に運動は、生活環境の改善が必要なこともある
例）運動しやすいようにスロープや階段を設けるなど

 定期的な受診で体重のモニタリングを行うことも、
飼主様のモチベーション維持につながる

体重管理（体重の適正化）について

出典：1) 榎本昌孝. 「教えて、榎本先生! 抗NGF抗体薬について」 ゾエティス・ジャパン株式会社 2022.
56

猫が使いやすいかチェック
 ご飯や水のボウルは使いやすい？
 寝床は最適？
 キャットタワーは上りやすい？（スロープや階段が必要？）
 猫用トイレは使いやすい？（トイレの入口は高くない？）
 2階建て以上の家庭では、トイレの度に階段を使わなくて良いように

複数の設置がされている？

生活環境の改善について
些細な生活環境の改善でも、猫が日常生活を送るうえでのハードルが下がり、
総合的なQOL向上につながる

53 54
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 栄養補助食品
以下を謳われることがあるが、これらを裏付ける十分なエビデンスはない

• 抗炎症作用、疼痛緩和
• 軟骨の再生
• 軟骨変性の遅延 など

 食事はオメガ3脂肪酸を豊富に含むものが推奨されている1)

オメガ3脂肪酸の投与により、OAで軟骨細胞が促進する炎症反応や
間質の変性反応を減らすことが確認されている2)

関節の健康維持について

出典： 1) AAHA疼痛管理ガイドライン 2022. 
2) Goggs R, Vaughan-Thomas A, Clegg PD, et al. Nutraceutical therapies for degenerative joint diseases: a critical review. Crit Rev Food Sci Nutr. 2005;45(3):145-164.

58

EUにおける各OA製品に対する獣医師の満足度

ソレンシア 8.6 8.3 8.7 8.8 8.4 8.9

薬A（NSAIDs） 7.8 7.7 8.2 8.2 7.5 7.6

薬B（NSAIDs） 7.6 7.3 7.8 7.8 7.5 7.5

関節サプリメント 6.2 6.2 5.0 6.3 6.6 6.6

メチルプレドニゾロン 6.0 6.0 5.7 5.9 6.4 5.8

ガバペンチン 5.9 5.7 6.0 5.3 6.1 6.1

オピオイド 5.7 5.2 5.6 5.1 6.0 6.3

n=75 n=78 n=64n=74 n=66n=357

n=96 n=93n=95 n=93 n=87n=464

n=53 n=50 n=81n=66 n=64n=314

Q20: Based on your experience, how would you rate your satisfaction with the products you currently prescribe in cats suffering from osteoarthritis regarding the 
following:  （あなたの経験において、OAの猫に処方した製品の満足度を教えてください。）
sample: vets who prescribed the products / suggested answers / only one answer possible per row

【ゾエティス社内資料】

59

FAQ

60

Q. 初回投与後、どのくらいで効き始めますか？

 海外の臨床家の話では、OA猫に対し投与1週前後から鎮痛効果を確認するケースが多い
そうですが、個体（OAの重症度）によって効果の発現時期は異なることが想定される
ため、効果の判断は2回の投与完了後に行ってください。

 参考1)

• 予備試験（活動量モニター）
⇒OA猫に対し投与2週目（モニター装着4週目）から活動量が有意に上昇

• 薬理試験の急性疼痛誘発モデル（カオリン誘発足蹠炎モデル）
⇒投与6日後（疼痛誘発2日後）に跛行スコアが有意に減少

出典：1)申請資料

57 58
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Q. OAの鎮痛効果はNSAIDsと比べてどうでしょうか？

 現時点ではソレンシアと直接比較した試験はありません(2022年12⽉末時点)。

 臨床試験ではソレンシアの高い鎮痛効果が確認されているため、NSAIDsと同等以上の
鎮痛効果が期待されます。

 参考1),2),3),4)

• （人の報告）NSAIDs ：効果量※ <0.3
• （人の報告）抗NGF抗体薬 ：効果量 0.3-0.7
• （猫の報告）ソレンシア ：効果量 0.3-0.65（パイロットスタディ; 0.74）

※効果量（Effect size）：治療薬間の有効性を比較する方法の一つで、数値が高いほど有効性が高いことを示す

出典： 1) Malek S, et al. (2012). Effect of analgesic therapy on clinical outcome measures in a randomized controlled trial using client-owned dogs with 
hip osteoarthritis.BMC Vet Res, 8:185.

2) Lascelles BDX, et al. (2015). A canine-specific anti-nerve growth factor antibody alleviates pain and improves mobility and function in dogs with
degenerative joint disease-associated pain. BMC Vet Res, 11:101.

3) Gruen ME, et al. (2016). A Feline-Specific Anti-Nerve Growth Factor Antibody Improves Mobility in Cats with Degenerative Joint Disease Associated 
Pain: A Pilot Proof of Concept Study. J Vet Intern Med, 30:1138-1148. 

4) Gruen ME, et al. (2021). Frunevetmab, a felinized anti-nerve growth factor monoclonal antibody, for the treatment of pain from osteoarthritis in cats.
J Vet Intern Med, 35:2752-2762. 62

Q. OA以外の痛みにも効きますか？
 OA以外の痛みについては、データがなく不明です。OA疼痛以外は適応外となります。

 現時点でのその他の研究については、以下をご参照ください。
• 人 ：腰痛、神経鞘腫、糖尿病性末梢神経障害、骨腫瘍、子宮内膜症、膀胱炎、

膵炎などの治療報告あり1)

• マウス ：骨にNGFの受容体が多く発現するため、骨の腫瘍・骨へ転移した腫瘍の
痛みなどに効果がある可能性2),3),4)

• マウス ：骨折の疼痛管理に使用した報告がある5),6),7)、骨折の治癒には影響なし8)

• マウス ：⻭周炎に起因する骨融解を抗NGF抗体が抑えたという報告あり9)

出典： 1) Miki K, et al. (2022). Efficacy, General Safety, and Joint Safety of Tanezumab in Japanese Patients with Osteoarthritis: Subgroup Analyses from 
Two Randomized Phase 3 Studies. Pain and Therapy, 10 May, 11(3):827-844.

2) Mantyh PW, et al. (2011). Antagonism of Nerve Growth Factor-TrkA Signaling and the Relief of Pain. Anesthesiology. July ; 115(1): 189–204.
3) Nencini S, et al. (2017). Mechanisms of nerve growth factor signaling in bone nociceptors and in an animal model of inflammatory bone pain. Molecular Pain Volume 13: 1–19.
4) Chartier SR, et al. (2017). Immunohistochemical localization of nerve growth factor, tropomyosin receptor kinase A, and p75 in the bone and articular cartilage of the mouse femur. Molecular Pain Volume 13: 1–11
5) Majuta LA, et al. (2017). Anti-nerve growth factor therapy increases spontaneous day/night activity in mice with orthopedic surgery induced 

pain. Pain. April; 158(4):605-617.
6) Majuta LA, et al. (2019). Anti-NGF does not change physical activity in normal young or aging mice but does increase activity in mice with skeletal pain. 

Pain. November; 159(11):2285-2295,
7) Jimenez-Andrade JM, et al.(2007). Nerve growth factor sequestering therapy attenuates non-malignant skeletal pain following fracture. 

Pain 133, 183-196.
8) Koewler NJ, et al. (2007). Effects of a Monoclonal Antibody Raised Against Nerve Growth Factor on Skeletal Pain and Bone Healing 

After Fracture of the C57BL/6J Mouse Femur. JOURNAL OF BONE AND MINERAL RESEARCH. Volume 22, Number 11.
9) Gaspersic R, et al. (2010). Anti NGF Treatment Reduces Bone Resorption in Periodontitis. J Dent Res 89(5):515-520.
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ご清聴ありがとう
ございました。
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